
様式 A  システム制御工学（八木） 

科目にかかわる情報 

科目の 

基本 

情報 

授業科目 

（欧文） 

システム制御工学 

System Control Engineering 
単位 ２ 

一般・専門の別・ 

学習の分野 

専門・ 

情報と計測・制御（ＭＳ） 

情報・制御（ＥＣ） 

授業形態・学期 講義・後期 

対象学生 ＭＳ－２，ＥＣ－２ 必修・選択の別 選択 

教員に 

かかわ 

る情報 

担当教員・所属 八木秀幸・電気電子工学科 

研究室等の連絡先 
研究室：機械・電気電子工学科棟３階西，電話：（内線）８２６１ 

E-mail：yagi@tsuyama-ct.ac.jp 

科目の 

学習・ 

教育内 

容にか 

かわる 

情報 

基礎となる学問分野 
工学/機械工学/制御 

工学/電気電子工学/制御 

専攻科学習目標との

関連 

本科目は専攻科学習目標「(2)専門技術分野の知識を修得し，機械やシ

ステムの設計・製作・運用に活用できる能力を身につける」に相当する

科目である。 

技術者教育 

プログラムとの関連 

本科目が主体とする学習・教育到達目標は「（Ａ）技術に関する基礎知

識の深化，Ａ－１：工学に関する基礎知識として，自然科学の幅広い分

野の知識を修得し，説明できること」である。 

授業の概要 

本講義では，モデル化されたシステムを現代制御理論により解析する。

これらシステムの安定論，可制御・可観測性，構造解析など状態方程式

を基に統一的に論ずる。 

学習目的 

伝達関数で表現されたシステムに対して時間領域で表現された状態空

間モデルについて説明でき，システムの可制御性と可観測性の概念を理

解する。 

到達目標 

1. 実在システムから状態変数モデルが構築できる。 

2. 状態変数方程式の解法を知り，解を求めることができる。 

3. 状態変数方程式の座標変換を理解し，系を対角形に変換できる。 

4. 可制御，可観測について理解し，系の可制御, 可観測性が判定でき

る。 

5. 状態フィードバックによって系の極を指定できる。 

履修上の注意 

本科目は「授業時間外の学習を必修とする科目」である。１単位あた

り授業時間として１５単位時間開講するが，これ以外に３０単位時間の

学習が必修となる。これらの学習については担当教員の指示に従うこと。 

履修のアドバイス 本科制御工学で学んだ内容を理解していることが望ましい。 

基礎科目 
制御工学Ⅰ(機械、電子制御４年),制御工学Ⅱ(機械、電子制御５)，制

御工学(電気電子、情報４)，制御工学特論(電気電子５)など 

関連科目 線形代数学(専１年)，回路網解析（専２）など 

 



様式 B  システム制御工学（八木） 

授業にかかわる情報 

授業の方法 

複雑なシステムのモデル化から制御設計手法まで，「倒立２輪車両ロボット」

の制御モデル例を交えながら講義する。更に，理解が深まるように，レポート課

題を課す。 

 

 

授 

業

計 

画 

開講週 
授業時間内の学習内容〔項目〕 

（指示事項） 

授業時間外の学習内容〔項目〕 

（指示事項） 

後 

 

 

期 

１週 

 

２～４週 

５～６週 

７～８週 

９～１１週 

１２週 

１３週 

１４～１５週 

 

 

・ガイダンス 

・動的システムと状態方程式 

・システムモデルと線形化 

・状態方程式の解とその解法 

・可制御性，可観測性と判定法 

・システムの座標変換と対角化 

・線形システムの構造解析 

・システムの安定性とその判別 

・状態フィードバックによる極指定 

（期末試験） 

 

 

レポート課題（１）「演習問題 １」 

 

レポート課題（２）「演習問題 ２」 

レポート課題（３）「演習問題 ３」 

レポート課題（４）「演習問題 ４」 

 

レポート課題（５）「演習問題 ５」 

 

教科書，教材等 
教科書：テキストとなる資料を配布する。 

参考書：小郷，美多共著 「システム制御理論入門」実教出版 など。 

成績評価方法 

定期試験の結果を評価する（７０％）。レポート課題などの提出物の内容を評

価する（３０％）。レポート課題の提出期限が守られていない場合は，最大２０％

までの評価とする。 

理解度が不十分であると感じられる部分は補講を行い，再試を行う場合もあ

る。再試の結果は上限６０点として定期試験結果に入れる。 

受講上のアドバイス 

本講義では線形代数の知識を駆使することになる。行列演算等はコンピュータ

を用いて効率的に計算できるが，基本的な計算はハンドワークによって確認する

必要がある。また, 与えられる課題を遅延なくこなすことも重要である。 

授業の開始時に出欠をとり，その際返事がなく，その後入室をしてきた者は遅

刻とする。遅刻３回で１回の欠席とする。 

 


